
参加者
の感想

点検補助員による
産地点検を行いました。

２つのグループに分かれて点検を
行い、改善提案を行いました。
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実施日時 ／

点 検 先 ／
参 加 者 ／

2014年5月30日（金）
9：30～16：00
大阪府なかむら農園
7名

9：30
10：00
11：30
12：30
13：30
14：30
15：30
16：00

産地概況報告
書類点検
昼食
圃場点検
加工場点検
グループまとめ
改善提案
終了

　産直商品がルールどおりに
生産されているか点検すると
ともに、組合員が『生産者のご
苦労を知る』とりくみです。
　点検補助員講習会修了者で
希望された方が
「点検補助員」と
して登録され、組
合員の目線で産
地に出向き点検
を行っています。

　大阪府羽曳野市にある「なかむら農園」はデラ
ウェアの産直産地。「大阪のデラウェア」栽培は明
治時代に始まり120年にもおよぶ歴史があります。
　ぶどうづくりにこだわり続けた匠の技を継承す
る「なかむら農園」五代目の仲村さんに対応いただ
きました。

産直産地
「点検補助員」とは？

時 間 内 容

●

●
●

書類はよく整理されていますが、ファイルによって日付が
新しいもの、古いものが混在しています。
圃場内の溝にフタをしたほうが安全で良いです。
作業場までの坂道にある資材置き場のビニール袋に入っ
た針金が気になります。

なかむら農園さんの品質管理
のとりくみがきめ細かでとても
勉強になりました。

仲村さんの近況報告でバレンタイ
ン大雪での被害のご報告がありま
した。ハウスがつぶれ、ぶどうの木が
折れている写真は胸が痛みました。
前回、2年前に見たときより整理・
整頓がされていました。

点検表そのものの理
解がまだ不十分で、ま
だまだだなぁと感じま
した。扱っている農産
物によって違うので判
断が難しいです。

●

●

選果用のハサミで、ムカデ等の処理をしているのが気にな
ります。
入り口にあるビニールカーテンの、上部フックの一部が外
れていました。

●
●
デラウェアの出荷が始まっており、作業場・書類の整理については進めています。
ムカデの処理は通常、専用のハサミではさんで取り出し処理していますが、
やむを得ず選果用のハサミを使用した場合、タオルでふき取った後に使用して
います。

産直産地レポート

グループ Ａ グループ B

「なかむら農園」って？

点検補助員の改善提案を受けて、
「なかむら農園」仲村さんより
回答をいただきました。

シリーズ

第4回
―　「食品の安全を守る社会のしくみと生協の役割」を考える　―　

食品の安全を守る社会のしくみと生協の役割
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　私たちの「安心して食べたい」という願いや声が社会の
仕組みを変えました。

　高度経済成長とともに、食品の大量生産が始まり、多くの食品
添加物が使われるようになりました。そんな
中、安全性の問題で使用禁止になる食品添加
物もあらわれ、消費者の食品添加物への不安
が強く広がっていました。

1. いずみ市民生協が誕生した1970年代前後

「食品添加物規制緩和」反対運動
「食品衛生法改正」の署名活動　　　　など

2.生協は自らが安全な食品を
供給するということにとどまらず、
全国の生協と力を合わせて
消費者の立場に立った食品安全行政の
実現を国に求めてきました。

　わたしたちのとりくみが実り、2003年に「食品安全基本法」が
制定され、食品安全行政は抜本的に見直されました。
　食品添加物はもちろん、農薬や食中毒など様々な食品に関す
るリスクについては、「食品安全委員会」で科学的に評価がされ、
世の中に公開して広く意見を聞いた上で、基準が作られるように
なりました。

3.食品のリスクを評価し、
管理する社会的な仕組み
「食品安全行政」が整備されました。

4. 生協は、食の安全行政の不十分さを埋める努力を
今後も続けます。

次月は、「発色剤」や「保存料」、「複合影響」に
ついての説明を予定しています。

（3）必要に応じて、行政への意見提出や
社会への意見発信を行っていきます。

　科学は日々進歩し、科学的知見も変化することがあり
ます。また、新たなリスクが指摘されることもあります。

（2）食品の安全に関する最新情報の収集に努めます。

「国民の健康の保護が最も重要」との基本認識が確認さ
れています。

①

食の安全確保のための国や行政、食品関連事業者の責
務と消費者の役割が示されています。　

②

この法律に基づいて食品安全行政の統一的、総合的な推
進のために「リスク分析手法」が導入され、食品安全委員
会が設置されました。

③

（1）食品安全基本法

食品中の化学物質（添加物や残留農薬など）の安全性に
かかわる情報開示が不十分でした。

①

食品中の化学物質の安全性を「評価」するのも、使用基
準を設けて「管理」するのも同じ省庁（厚生労働省・農林
水産庁）でした。

②

（1）その当時は

食品安全委員会
　食品安全委員会は、厚生労働省や農林水産庁などか
ら独立して内閣府に設置されています。

①

消費者庁
　2009年に発足した消費者庁は、食品衛生法に基づく
添加物表示や日本農林規格（ＪＡＳ）法、景品表示など
くらしに密着した29の法律を所管しています。

②

（2）食品安全行政のしくみ「リスク分析手法」

　「食の安全お茶会（ミニ意見交換会）」の申し込みは引き続
き「Ｗｅｂアピエ」で受け付けています。

（1）組合員の食の安全に関する声を収集するとともに、
意見交換をすすめます。

国よりも厳しい独自の基準（「疑わしきは
使わない」「できるだけ使う量（添加物）を
へらす」）を設けざるを得ませんでした。

①

添加物を減らしたさまざまなコープ
商品を開発し、普及しました。
コープ商品は、世の中に大きな影響
を与えました。

②

（2）食品中の化学物質の安全性に関する情報開示が
不十分な中、生協は自己防衛として

画像（未）
手配中

赤色１号や１０１号などの着色料　
チクロ（甘味料）
ＡＦ2（豆腐の防腐剤）…1974年（安全性が理由で指定
が取り消された最後の指定添加物）

主な
使用禁止に
なった添加物

250名の科学者
食品安全委員会

消費者・事業者

厚生労働省農林水産省消費者庁 環境庁

化学物質の
評価してね

報告します

意見交換

リスク評価 リスク管理

リスクコミュニケーション

きちんと生協も
参加して意見を
述べます

7月3回
バスケット

「なかむら農園」
なかむら農園の
デラウェア

編
なかむら農園




